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大分市シルバー人材センターをめざして大分市シルバー人材センターをめざして
地域と共に未来に輝く地域と共に未来に輝く
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理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
あ
い
さ
つ

定
時
総
会
開
催

定
時
総
会
開
催

令
和
七
年
度

令
和
七
年
度

〈
三
期
目
に
向
け
て
〉

こ
の
度
開
催
さ
れ
た
令
和
七
年
度
定
時

総
会
と
そ
の
後
の
理
事
会
で
三
期
目
の
理

事
長
の
任
に
当
た
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
会
員
皆
様
方
か
ら
の
信
任
に
対
し
ま

し
て
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。
副
理
事
長
及
び
理
事

各
位
、
事
務
局
職
員
と
団
結
し
て
大
分
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
企
業
の
七
十
歳
ま
で
の
雇
用
の

努
力
義
務
化
に
よ
り
、
退
職
後
も
企
業
で

働
か
れ
る
人
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
年

金
が
減
少
す
る
中
、
物
価
の
高
騰
に
よ
り
、

多
く
の
収
入
を
得
ら
れ
な
い
臨
・
短
・
軽

の
シ
ル
バ
ー
で
は
働
け
な
い
と
、
入
会
を

さ
れ
て
も
す
ぐ
に
退
会
を
さ
れ
る
会
員
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
最
近
は
、

入
会
説
明
会
へ
の
参
加
者
の
減
少
に
よ
り
、

会
員
数
や
、
受
注
金
額
も
縮
小
し
て
お
り
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
環
境

の
厳
し
さ
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
る
二

年
間
で
し
た
。

こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
ま

ず
は
会
員
の
拡
大
、
次
に
就
業
開
拓
の
取

り
組
み
が
重
要
で
す
。
そ
の
う
ち
会
員
の

拡
大
に
は
皆
様
方
一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力

が
何
よ
り
も
必
要
で
す
の
で
、
一
人
一
会

員
の
獲
得
の
実
現
へ
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
私

ど
も
も
理
事
会
、
事
務
局
挙
げ
て
就
業
開

拓
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
十
一
月
一
日
施
行
の
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
法
に
よ
り
、
就
業
条
件
の
明

示
を
行
う
と
と
も
に
、
新
た
な
契
約
方
法

へ
の
移
行
に
つ
い
て
、
来
年
四
月
か
ら
の

実
施
に
向
け
、
会
員
の
皆
様
へ
の
周
知
は

も
と
よ
り
、
県
や
市
、
企
業
の
皆
様
へ
の

説
明
、
規
程
、
規
約
や
利
用
契
約
書
の
制

定
な
ど
い
よ
い
よ
、
そ
の
取
り
組
み
が

待
っ
た
な
し
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
こ
れ
ま
で

大
分
県
連
合
会
会
長
と
し
て
全
シ
協
（
全

国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
）

に
地
方
の
意
見
を
述
べ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
令
和
七
年
度
か
ら
は
全
シ
協
の
代
議

員
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
立
場
か
ら

も
地
方
の
意
見
や
状
況
を
中
央
に
伝
え
、

皆
様
の
よ
り
一
層
お
役
に
立
て
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
会
員
皆
様
方
に

は
『
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
～
あ
せ

ら
ず　

無
理
せ
ず　

油
断
せ
ず
～
』
を
合

言
葉
に
常
に
安
全
就
業
を
徹
底
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

去
る
六
月
十
一
日
㈬
午
後
一
時

三
十
分
よ
り
大
分
市
コ
ン
パ
ル
ホ
ー

ル
（
文
化
ホ
ー
ル
）
に
お
い
て
令
和

七
年
度
定
時
総
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

総
会
に
先
立
ち
会
員
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
理
事
長
よ
り
受
賞
さ
れ
た

三
十
三
名
（
重
複
受
賞
者
有
）
の
方

へ
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し

ま
し
た
。

総
会
に
入
り
、
江
藤
理
事
長
よ
り
、

長
年
に
わ
た
り
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
取
り
組
み
へ
の
貢
献
に
対
し

て
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
会
員
へ
の
感

謝
と
今
後
の
ご
活
躍
を
祈
念
す
る
と

と
も
に
、
昨
年
十
一
月
十
二
日
に
開

催
さ
れ
た
四
十
周
年
記
念
式
典
へ
の

ご
協
力
へ
の
御
礼
、
会
員
の
皆
様
が

「
生
き
が
い
」を
感
じ
な
が
ら「
安
全
」

に
就
業
い
た
だ
け
る
よ
う
年
齢
や
体

力
に
無
理
の
な
い
働
き
方
を
大
切
に

し
、
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
こ
と
、
ま
た
職
員
一
同
会
員
の

理事長 

江 藤  　 郁
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理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
あ
い
さ
つ

定
時
総
会
開
催

定
時
総
会
開
催

令
和
七
年
度

令
和
七
年
度

皆
様
と
力
を
合
わ
せ
地
域
に
必
要
と

さ
れ
る
存
在
で
あ
り
続
け
る
よ
う
努

め
た
い
旨
ご
挨
拶
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
大
分
市
長 

足
立
信
也
様
、

大
分
市
議
会
議
長 

田
島
寛
信
様
、

大
分
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
会
長 

江
藤
郁
様
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
祝
電
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
議
に
先
立
ち
議
長
に
山
﨑

陽
二
さ
ん
（
滝
尾
Ａ
班
）
を
選
任
し

審
議
に
入
り
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
：
令
和
六
年
度
事
業

報
告
に
つ
い
て
（
案
）　

第
二
号
議

案
：
令
和
六
年
度
収
支
決
算
報
告

（
案
）
並
び
に
監
査
報
告
に
つ
い
て　

第
三
号
議
案
：
大
分
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
正
会
員
会
費
規
程
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
（
案
）　

第
四
号

議
案
：
役
員
の
選
任
に
つ
い
て（
案
）

の
各
議
案
に
つ
い
て
、　

事
務
局
長

よ
り
提
案
し
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
第
一
号
報
告
：
令
和
七
年

度
事
業
計
画
に
つ
い
て　

第
二
号
報

告
：
令
和
七
年
度
収
支
予
算
に
つ
い

て　

第
三
号
報
告
：
新
た
な
契
約
方

法
へ
の
移
行
時
期
に
つ
い
て　

第
四

号
報
告
：
大
分
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
会
員
就
業
規
約
の
一
部
改
正
に

つ
い
て　

の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
席
さ
れ
ま
し
た
会
員
の
皆
様
の

多
大
な
ご
協
力
に
よ
り
、
総
会
が
滞

り
な
く
進
行
で
き
ま
し
た
こ
と
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

総
会
後
、
任
期
満
了
に
伴
う
新
役

員
の
紹
介
と
、
安
全
・
適
正
就
業
委

員
会
の
幸
義
広
委
員
長
に
よ
る
「
安

全
就
業
研
修
」を
行
い
ま
し
た
。

新
理
事
の
紹
介

理
事
長�

江
藤　
　
郁

副
理
事
長（
剪
定
部
会
代
表
）

�

深
草　
秀
昭

常
務
理
事�

釘
宮　
祐
一

理
事（
大
分
市
）�

正
池　
　
功

理
事（
草
刈
り
部
会
代
表
）

�

新
佐
藤　
秀
典

理
事

（
福
祉・家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
部
会
代
表
）

�

河
合
伊
津
子

理
事（
安
全・適
正
就
業
委
員
会
代
表
）

�

幸　
　
義
葊

理
事（
一
地
区
代
表
）�

吉
村
正
太
郎

理
事（
二
地
区
代
表
）�

渡
邉　
邦
治

理
事（
三
地
区
代
表
）�新
西
田　
明
彦

理
事（
四
地
区
代
表
）�

衛
藤　
　
光

理
事（
五
地
区
代
表
）�新
首
藤
多
惠
子

理
事（
六
地
区
代
表
）�新
板
井　
正
直

理
事（
七
地
区
代
表
）�

大
野　
憲
一

理
事（
互
助
会
代
表
）�

小
浦　
良
雄

理
事（
会
員
代
表
）�

渋
谷　
建
治

理
事（
会
員
代
表
）�

髙
橋　
豊
文

理
事（
会
員
代
表
）�

新
齊
藤　
道
子

監
事（
大
分
市
）�

新
田
﨑　
　
敢

監
事（
会
員
）�

仲
矢　
吉
徳
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定
時
総
会
の
決
定
を
受
け
、
令
和

七
年
度
の
重
点
項
目
は
、
組
織
力
の

強
化
、
財
政
基
盤
の
確
立
、
安
心
安

全
な
就
業
環
境
の
確
立
強
化
、
会
員

の
増
強
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
と
し

て
い
ま
す
。

《
目
標
数
値
》

主
な
目
標
数
値
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

❶
組
織
力
の
強
化

事
務
局
や
部
会
の
組
織
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、
会
員
の
意
識
改
革
、

地
域
班
の
充
実
強
化
に
努
め
ま
す
。

・
職
員
研
修
の
実
施

・
業
務
の
効
率
化
の
追
求

・
新
入
会
員
に
対
し
て
の
研
修
の
実
施

・
地
区
班
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
施

な
ど

❷
財
政
基
盤
の
確
立

広
報
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

就
業
開
拓
の
た
め
の
営
業
活
動
を
強

化
し
ま
す
。

・
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
福
祉
施

設
な
ど
へ
の
営
業
活
動
の
実
施

・
右
記
業
種
に
つ
い
て
の
派
遣
契
約

の
積
極
的
な
移
行
の
推
進

・
地
元
紙
や
折
込
チ
ラ
シ
に
よ
る
広
報

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
商
工
会
議
所
な

ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携

・
Ｐ
Ｒ
拠
点
や
交
流
拠
点
機
能
の
設
置

・
シ
ル
ボ
ン
ヌ
委
員
会（
女
性
委
員

会
）に
よ
る
就
業
開
拓　
な
ど

❸
安
心
安
全
な
就
業
環
境
の
確
立
強
化

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
や
部
会

で
の
安
全
対
策
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

・
安
全
就
業
へ
の
注
意
喚
起
、安
全
標

語
、年
間
を
通
し
た
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

事
例
の
募
集
と
会
員
へ
の
周
知

・
安
全
ニ
ュ
ー
ス
の
毎
月
発
行
と
安

全
意
識
の
高
揚

・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
計
画
的
実
施

・
交
通
事
故
の
防
止
と
安
全
運
転
研

修
の
定
期
的
実
施　
な
ど

❹
会
員
の
増
強

会
員
拡
大
の
た
め
入
会
説
明
会
、

広
告
宣
伝
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

・
理
事
及
び
会
員
の
一
会
員
一
名
の

会
員
登
録
の
呼
び
か
け
の
実
施

・
セ
ン
タ
ー
で
の
定
期
的
な
入
会
説

明
会
の
実
施
と
地
区
公
民
館
の
ほ

か
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
お
け
る
出
張
説
明
会
の
実
施

・
会
員
募
集
折
込
チ
ラ
シ
の
配
布

・
女
性
向
け
セ
ミ
ナ
ー
、
講
座
の
開

催
に
よ
る
入
会
促
進

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
求
人
欄
の
充
実

・
電
話
で
の
就
業
斡
旋
や
求
人
情
報

の
随
時
提
供
、
相
談
窓
口
の
充
実

に
よ
る
退
会
者
抑
止　
な
ど

❺
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

事
務
局
や
会
員
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

推
進
し
ま
す
。

・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
入
会
説

明
会
の
実
施

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
見
直
し

・
ス
マ
ホ
教
室
、パ
ソ
コ
ン
教
室
の

実
施　
な
ど

業
務
の
執
行
を
決
定
す
る
理
事
の

役
割
分
担
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
総
務
部
会

規
程
・
規
則
・
要
綱
に
関
す
る
こ

と
な
ど
を
協
議

正
池
　
　
功	
釘
宮
　
祐
一

西
田
　
明
彦	

板
井
　
正
直

大
野
　
憲
一	

小
浦
　
良
雄

●
請
負
部
会

請
負
委
任
業
務
に
関
す
る
こ
と
な

ど
を
協
議

深
草
　
秀
昭	

佐
藤
　
秀
典

河
合
伊
津
子	

吉
村
正
太
郎

首
藤
多
惠
子	

渋
谷
　
建
治

●
派
遣
部
会

派
遣
業
務
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を

協
議

幸
　
　
義
葊	

渡
邉
　
邦
治

衛
藤
　
　
光	

髙
橋
　
豊
文

齊
藤
　
道
子

目標数値 ５月末の実績

会 員 数 1,600人 1,460人

受 注 件 数 8,500件 3,353件

契 約 金 額
（請負・委任） 400,000千円 57,219千円

契 約 金 額
（派  　　遣） 280,000千円 36,210千円

事 故 件 数 10件以内 4件
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重
点
項
目
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み

重
点
項
目
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み

令
和
七
年
度
重
点
項
目

令
和
七
年
度
重
点
項
目

理
事
専
門
部
会
の
ご
紹
介

理
事
専
門
部
会
の
ご
紹
介



働 

く 

仲 

間

働 

く 

仲 

間

働 

く 

仲 

間

働 

く 

仲 

間

安
全
・
適
正
就
業
に
向
け
て

安
全
・
適
正
就
業
に
向
け
て

ま
あ
し
か
し
そ
の
中
で
も
重
篤
事

故
が
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
は
不
幸
中

の
幸
い
で
し
た
。
事
故
件
数
が
増
え

る
と
重
篤
事
故
に
つ
な
が
る
比
率
が

高
く
な
る
と
云
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
。

大
分
市
シ
ル
バ
ー
で
は
こ
れ
ま
で

重
篤
事
故
は
幸
い
に
起
き
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
全
国
で
は
毎
年
二
桁
の

会
員
さ
ん
が
亡
く
な
る
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
大
変
な
こ
と
で
す
。

昨
年
の
重
篤
事
故
の
一
例
を
お
話

し
し
ま
し
ょ
う
。
剪
定
作
業
を
さ
れ

て
い
た
男
性
会
員
さ
ん
の
事
例
で
す
。

生
垣
の
剪
定
作
業
中
、三
脚
か
ら
二
ｍ

程
離
れ
た
ス
タ
ン
ド
バ
ッ
グ
の
上
に

う
つ
伏
せ
の
状
態
で
倒
れ
て
い
た

そ
う
で
す
が
、
お
亡
く
な
り
に
な

り
ま
し
た
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
着
用
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
年
齢
は

七
十
二
歳
の
方
で
す
。
日
頃
の
健
康

管
理
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
持
病
は

あ
っ
た
の
か
な
ど
様
々
な
こ
と
を
考

え
て
し
ま
い
ま
す
。
七
十
二
歳
は
会

員
で
は
ま
だ
若
い
方
で
す
。

シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
第
二
の
人
生

を
謳
歌
し
て
い
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

孫
の
顔
を
見
れ
ば
お
小
遣
い
を
渡
し

て
い
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

亡
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
最
も
悲

し
く
、
最
も
重
大
で
、
最
も
深
刻
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

昨
年
度
は
全
国
で
は
二
十
名
の
会

員
さ
ん
が
亡
く
な
り
、そ
の
中
で
女
性

は
三
名
で
し
た
。
我
々
と
同
じ
シ
ル

バ
ー
の
会
員
さ
ん
で
す
。
皆
様
、事
故

は
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
こ
と
と
し
て
受
け
止
め
て

く
だ
さ
い
。

事
故
は
他
人
事
で
は

あ
り
ま
せ
ん
よ

　
　

　
　
　
　
　
　
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

　
　
　
　
委
員
長　

幸　
義
広

冒
頭
の
タ
イ
ト
ル
は
、
皆
様
に
是

非「
訴
え
か
け
た
い
」と
い
う
強
い

思
い
で
事
務
局
に
掲
載
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
本
当
で
す
。
嘘
じ
ゃ
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
証
拠
に
去
年
は
事
故

が
三
十
二
件
も
発
生
し
て
し
ま
っ
て
、

こ
れ
ま
で
で
二
番
目
に
多
い
事
故
発

生
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら

こ
こ
で
少
し
事
故
の
事
例
を
紹
介
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。

「
い
や
も
う
い
い
」な
ど
と
云
わ
ず

に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
ず
、
滑
っ
て
転
ん
だ
事
故
が
三

件
。
幸
い
大
し
た
こ
と
に
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
け
ど
ね
。
高
齢
者
は
転

ぶ
と
「
骨
折
」
の
嫌
な
オ
マ
ケ
が
付

き
や
す
い
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
入
院

し
た
ら
一
番
困
る
の
は
本
人
で
す
か

ら
ね
。
次
は
脚
立
か
ら
後
ろ
向
き
に

転
落
し
た
り
、
脚
立
を
踏
み
外
し
て

滑
り
落
ち
た
人
が
二
人
。
慌
て
て
い

た
ん
で
し
ょ
う
か
ね
え
。
も
う
ひ
と

つ
、
車
の
事
故
が
六
件
も
起
こ
り
ま

し
て
ね
。
バ
ッ
ク
し
て
い
て
車
や
外

壁
や
、
縁
石
や
ポ
ー
ル
に
傷
を
つ
け

た
り
、
驚
い
た
の
は
車
ご
と
側
溝
へ

落
ち
た
事
故
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が

な
い
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。
へ
こ
ん

で
し
ま
う
思
い
で
す
よ
本
当
に
。

表
彰
者
の
ご
紹
介�

（
順
不
同
）

【
役
員
表
彰
者
】

理
事
・
監
事
を
六
年
以
上
務
め
ら
れ

退
任
さ
れ
た
方

宮
園
清
孝（
理
事
八
年：佐
賀
関
Ａ
班
）

渡
辺
正
道（
理
事
八
年
：
野
津
原
班
）

都
甲
堅
治（
理
事
六
年
：
小
佐
井
班
）

【
在
籍
十
五
年
会
員
】

菅　
清
志　
（
三
佐
Ｂ
班
）

岡
野
清
志　
（
荏
隈
Ｂ
班
）

池
田
照
子　
（
東
稙
田
Ｂ
班
）

新
田
順
子　
（
西
の
台
Ａ
班
）

都
甲
堅
治　
（
小
佐
井
班
）

利
光
容
子　
（
舞
鶴
Ｂ
班
）

長
岡　
茂　
（
桃
園
Ａ
班
）

三
重
野
勝　
（
城
南
班
）

前
嶋
サ
チ
ミ（
津
留
班
）

尾
林
耕
次　
（
滝
尾
Ｄ
班
）

若
杉
孝
宏　
（
田
尻
Ｃ
班
）

小
浦
良
雄　
（
中
島
Ａ
班
）

朝
見
マ
ス
ミ（
竹
中
班
）

伊
東
盛
夫　
（
賀
来
Ａ
班
）

荘
田
廣
子　
（
荷
揚･

長
浜
班
）

高
橋
恒
夫　
（
明
野
Ａ
班
）

髙
倉　
博　
（
桃
園
Ｂ
班
）

脇
田
清
治　
（
坂
ノ
市
班
）

上
野
サ
チ
子（
大
在
Ｂ
班
）

川
﨑
袈
男　
（
南
大
分
Ｂ
班
）

東　
政
春　
（
明
治
Ｃ
班
）

岩
男　
昻　
（
津
留
班
）

【
地
域
班
長
歴
任
六
年
以
上
】

令
和
六
年
四
月
一
日
～
令
和
七
年
三

月
三
十
一
日
の
間
に
退
任
さ
れ
た
地

域
班
長
の
内
、
六
年
以
上
務
め
ら
れ

た
方

吉
良
文
治　
（
明
野
Ｄ
班
）

阿
部
俊
夫　
（
松
岡
班
）

髙
倉　
博　
（
桃
園
Ｂ
班
）

武
藤
孝
夫　
（
坂
ノ
市
班
）

西
尾
敬
昭　
（
明
野
Ａ
班
）

片
岡
桂
子　
（
荏
隈
Ｂ
班
）

後
藤
康
子　
（
田
尻
Ａ
班
）

渡
辺
正
道　
（
野
津
原
班
）
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互
助
会
だ
よ
り

互
助
会
だ
よ
り

で

会
長
　
小
浦  

良
雄

平
素
よ
り
互
助
会
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
互
助
会
は
昭
和
五
十
九
年
大
分

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
設
立

時
に
発
足
し
、
各
種
の
会
員
間
交
流

の
行
事
等
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
こ
の
度
、
互
助
会
は
そ
の
役

割
を
全
う
し
、
解
散
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

別
紙
に
て
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
ご
確
認
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

長
ら
く
の
ご
支
援
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

		
  

表
彰
表
彰
をを
受
け
て

受
け
て		

  
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
は
大
友
氏
の
顕
彰

若
杉  

孝
宏（
田
尻
Ｃ
班
）

還
暦
を
迎
え
る
年
に
、
自
分
に
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い
え
る
も
の
は

あ
る
の
だ
ろ
う
か
？
と
、漠
然
と
考

え
ま
し
た
。
父
は
田
北
家
に
生
ま
れ
、

宗
麟
時
代
に
家
老
を
し
て
い
た
と
幼

い
こ
ろ
か
ら
聞
か
さ
れ
て
い
た
の

で
、
よ
し
、
こ
れ
を
調
べ
て
み
よ
う

と
思
い
立
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
今

の
自
分
の
姿
で
す
。
長
ら
く
広
告
業

界
に
身
を
置
き
、
六
十
三
歳
で
デ
ザ

イ
ン
事
務
所
を
譲
り
自
由
の
身
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
年
金
の
み
で
は

心
も
と
な
く
、
少
し
で
も
収
入
を
得

な
け
れ
ば
好
き
な
こ
と
も
出
来
な
い

と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録

し
た
次
第
で
す
。
登
録
後
す
ぐ
に
公

民
館
の
管
理
人
の
仕
事
を
得
、
今
年

で
十
五
年
を
迎
え
た
の
で
す
が
セ
ン

タ
ー
か
ら
知
ら
さ
れ
る
ま
で
意
識
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

多
趣
味
な
私
は
数
団
体
に
所
属
し
、

ま
た
ト
リ
ニ
ー
タ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
で

も
あ
り
、仲
間
に
は
常
「々
シ
ル
バ
ー

で
の
収
入
の
お
か
げ
で
好
き
な
こ
と

が
出
来
て
い
る
。
こ
れ
が
な
い
と
役

員
な
ん
か
と
て
も
で
き
な
い
」
と
話

し
て
い
ま
す
。
も
う
す
ぐ
八
十
代
に

突
入
し
ま
す
が
年
齢
を
意
識
す
る
暇

が
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
班
長
六
年
以
上
表
彰
者

片
岡  

桂
子（
荏
隈
Ｂ
班
）

先
日
、
地
域
班
長
歴
任
六
年
以
上

表
彰
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
去
年
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
在
籍

十
五
年
で
も
表
彰
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
表
彰
な
ど
、
め
っ
た
に
な
い

こ
と
な
の
で
う
れ
し
い
出
来
事
で
し

た
。
定
年
退
職
し
て
、
し
ば
ら
く
は

家
に
い
た
の
で
す
が
、
ま
だ
働
き
た

い
、
何
か
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

あ
っ
た
の
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
入
会
し
ま
し
た
。
月
一
回
の

草
取
り
、
部
屋
の
掃
除
、
献
血
を
促

す
た
め
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の

配
布
な
ど
、
い
ろ
ん
な
仕
事
を
し
ま

し
た
。
ど
れ
も
大
変
良
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
い
ろ
ん
な
人
達
と

の
出
会
い
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
出
会
い
の
中
で
、
若
い
う

ち
か
ら
早
く
入
会
し
た
い
と
い
う
人

も
い
ま
し
た
。
入
会
年
齢
が
早
け
れ

ば
い
い
の
に
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
が

多
い
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
八
十

歳
近
く
に
な
る
と
、
も
う
多
く
の
仕

事
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
働
く
た
め
に

健
康
に
気
を
付
け
ま
す
し
、
仕
事
と

し
て
の
予
定
が
あ
っ
て
出
か
け
る
こ

と
は
私
の
生
き
が
い
の
一
つ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
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春のティータイム

サンタマリア大聖堂

遺
骨
す
ら

　
帰
ら
ぬ
ま
ま
の
伯
父
の
た
め

兵
へ
の
挽
歌
わ
れ
は
詠
え
り

限
り
な
く

　
知
覧
の
空
は
澄
み
て
を
り

征
来
る
人
の
笑
み
を
か
な
し
き

報
復
に
殺
し
殺
さ
る
戦
ひ
の

果
て
に
勝
者
の
つ
か
む
は
何
ぞ

長
畑  

孝
典
さ
ん

趣
味
の
広
場

趣
味
の
広
場

長
畑  

孝
典
さ
ん

中
城  

正
士
さ
ん

事
務
局
通
信

事
務
局
通
信

短

　歌

ぬ
り
絵

寄

　稿

互
助
会
だ
よ
り

互
助
会
だ
よ
り

で

二
〇
一
三
年
四
月
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
会
員
に
な
っ
た
。
三

年
位
は
草
取
専
業
、
そ
の
後
、
草

刈
・
除
草
剤
散
布
・
植
木
の
伐
採
等

も
や
っ
て
、
今
年
で
十
三
年
目
に

な
っ
た
。
こ
の
稼
業
の
、職
業
分
類

は「
請
負
業
」・
所
得
税
は「
雑
所
得
」

に
該
当
す
る
。
こ
の
間
、
草
取
時
給

単
価
は
、
最
低
賃
金
に
連
動
し
て

七
百
円
か
ら
千
五
十
円
、
雑
所
得
の

定
額
必
要
経
費
は
六
十
五
万
円
か
ら

五
十
五
万
円
に
な
っ
た
。

お
客
様
は
、
中
高
年
世
帯
・
空
家

所
有
者
・
ア
パ
ー
ト
経
営
者
・
会
社

等
か
ら
近
年
は
単
身
高
齢
者
が
大
半

と
な
り
年
間
受
注
件
数
は
最
盛
期
の

四
割
減
に
な
っ
た
。
又
、
お
客
様
の

庭
や
家
屋
の
周
囲
の
状
況
は
持
主
よ

り
詳
し
く
な
り
、
セ
ン
タ
ー
受
注
の

際
は
「
中
城
指
名
」
の
お
客
様
も
あ

り
、
八
十
代
後
半
の
女
性
数
名
か
ら

は「
あ
の
世
に
行
く
ま
で
頼
む
ね
！
」

と
言
わ
れ
て
お
り
、
大
変
あ
り
が
た

く
感
謝
し
て
い
る
。

愛
車
の
軽
ト
ラ
は
昨
年
の
車
検
の

際
に
主
要
部
品
交
換
で
快
調
！　

運

転
免
許
も
二
度
目
の
「
認
知
機
能
検

査
」
と
「
高
齢
者
講
習
」
を
経
て
「
視

力
・
聴
力
検
査
」
も
突
破
し
て
、
本

年
五
月
無
事
に
更
新
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
通
院
や
服
薬
は
無
く
、足
腰
・

体
力
は
草
取
稼
業
の
お
陰
で
余
力
も

あ
る
。
困
っ
た
こ
と
は
一
つ
「
運
転

は
八
十
歳
ま
で
！
」
と
息
子
か
ら
は

言
わ
れ
て
い
る
。

十
三
年
目
の
本
年
も
、「
山
の
神
」

様
に
炊
事
・
洗
濯
・
掃
除
免
除
を
祈

願
し
て
、
セ
ン
タ
ー
の
ご
指
示
を
順

守
し
て
、「
誠
意
と
感
謝
・
段
取
り
八

分
仕
事
二
分
、
安
全
就
業
第
一
」
の

三
精
神
を
持
っ
て
、
稼

業
に
励
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

シ
ル
ボ
ン
ヌ
委
員
会

五
月
十
六
日
、
シ
ル
ボ
ン
ヌ
委
員

会
主
催
で
、
ク
ラ
フ
ト
バ
ッ
グ
教
室

を
行
い
ま
し
た
。

☟
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●
会
報
編
集
委
員

　
　釘
宮 

祐
一
・
岡
田 

加
奈
江

　
　那
賀 

美
保
・
今
石 

友
美

編

　集

　後

　記

ホームページのご案内

会
員
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　 利
用
促
進
に
つ
い
て

会
員
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　 利
用
促
進
に
つ
い
て

会
員
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　 利
用
促
進
に
つ
い
て

会
員
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　 利
用
促
進
に
つ
い
て

●
令
和
８
年
度
会
費
か
ら
金
額
が

変
わ
り
ま
す

2,000円変
更
後

1,500円現 

在

令和７年度会費

令和８年度会費

変 

更
変 

更

変 

更
変 

更

　正
会
員
会
費
規
程
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
　

●
令
和
８
年
度
会
費
の
納
入
期
限
も

変
わ
り
ま
す

※

令
和
８
年
３
月
上
旬
に
納
付
書
を

　
発
送
し
ま
す

令和８年度開始前に
令和８年度の会員継続の
意思確認のため

令和８年度開始前に
令和８年度の会員継続の
意思確認のため

令和８年５月31日

令和８年３月25日改正後

改正前

皆
さ
ん
初
め
て
の
作
品
と
は
思
え

な
い
ほ
ど
の
素
敵
な
作
品
に
仕
上
が

り
ま
し
た
。
今
後
作
品
を
販
売
す
る

な
ど
の
女
性
の
就
業
機
会
の
拡
大
や
、

教
室
を
通
じ
て
の
会
員
同
士
の
交
流
、

女
性
会
員
の
入
会
促
進
に
つ
な
が
る

よ
う
、
今
年
度
も
活
動
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

六
月
か
ら「
事
務
局
だ
よ
り
」等
の

紙
で
の
配
布
が
な
く
な
り
、
会
員
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
よ
る
、
電

子
デ
ー
タ
で
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ

な
ど
確
認
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
会

員
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ご
登
録

を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方
は
左
記
の

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
登
録
い
た
だ

き
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
事
務

所
に
会
員
さ
ん
用
の
パ
ソ
コ
ン
を
設

置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
で

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
事
務
所
ま
で
ご

来
所
い
た
だ
け
れ
ば
紙
で
お
渡
し
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。
配
分
金
明
細

の
確
認
や
配
分
金
支
払
証
明
書
の
発

行
な
ど
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ご

利
用
方
法
な
ど
不
明
な
点
は
事
務
局

ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

六
月
二
十
四
日
、
東
京
で
全
国
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
の
定
時
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
で
金
子
会
長
が
退
任
さ
れ
、
令
和
七

年
度
か
ら
新
た
に
熊
本
県
の
連
合
会
長
で
あ

る
西
島
喜
義
氏
が
全
シ
協
会
長
に
選
定
さ
れ

ま
し
た
。
会
員
の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
状
況
で
す
が
、
九
州
出
身
の
全
シ

協
会
長
で
す
の
で
、
今
後
は
な
お
一
層
、
全

国
の
仲
間
と
と
も
に
、
私
た
ち
が
西
島
会
長

を
支
え
る
と
い
う
気
概
で
シ
ル
バ
ー
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

総
会
終
了
後
に
は
、
意
見
交
換
会
が
行
わ

れ
、
全
国
各
地
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
代
表
が
出
席
す
る
な
か
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

会員クラウド
サービスは
こちらから

第26号 道　　　　標 令和７年7月25日 （ 8 ）


